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２年生「地域デザイン」漁業・酪農業を学ぶ。 
６月８日（月）、２年生は「地域デザイン」フィールドワークで、漁業と酪農業に

ついて学びました。ご協力いただいた皆様にまずは感謝申し上げます。 

漁業では、大樹町漁業協同組合のご協力で、大樹町内の浜大樹漁港と旭浜漁港を

見学しました。あいにくの雨だったこともあり、バス車内での説明となりましたが、

貴重なお話をうかがいました。振興部の小笠原様から、漁協での仕事内容や世界・

日本の漁業の現状、それを受けての大樹町の漁業の現状と、世界や日本各地で起き

ていることがつながっていること、さらに「今ある普通が普通ではないことを考え

る」、「今に腐らず今と付き合う」、「チャレンジ精神」の大切さといった、漁業だけ

に限らず、これからを生きていく上での教訓やアドバイスもいただきました。 

   

 

 

  

  

 

 酪農業では、サンエイ牧場を訪問しました。説明や案内を鈴木社長自ら行ってい

ただきました。こちらでは、乳牛の飼育・搾乳・哺育・給餌を分業化し、機械化や

作業の標準化を進めることで、効率的な酪農経営されており、その作業の様子をい

ろいろと見学することができました。特に、牛から出た糞尿を活用し、バイオガス

プラントによる発電や売電、メタンガスの供給を行っていて、そのガスの一部はロ

ケット燃料としても活用されていることは、先日学んだ地域の先端技術分野、宇宙

科学技術につながっているということで、産業間の連携がこれからの社会・未来を

つくっていくことを実感することができました。 

 
 

 

  

 

 

 次は「商業・観光」をテーマに、十勝管内の３つの道の駅を訪問して学びます。 

教科書では、学べないことも。


